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紛争予防のためのＧ８宮崎イニシアティヴ（仮訳）

Ⅰ．紛争予防のための努力 －基本的な概念枠組み－

Ｇ８首脳は昨年６月にケルンにおいて、武力紛争の予防を来るべき数年の優先事項と

するとの決意を表明し、我々Ｇ８外相は昨年 月にベルリンにおいてその決意を再度表12
明した。我々は、国際機関、地域機関、各国、 及びその他の主体がそれぞれの活動NGO
や政策を紛争予防の観点から捉え、紛争予防の目標に向け努力することをコミットする

よう慫慂することにより、地球社会に「予防の文化」を涵養せねばならない。

Ｇ８は、紛争予防のための努力は、国連憲章を含む国際法の遵守、民主主義、人権尊

重、法の支配、グッド・ガヴァナンス（ 良い統治 、持続可能な開発、及び国際の平「 」）

和と安全の基礎を構成するその他の基本的価値に基づく必要があることを確認する。

１ 「包括的アプローチ」．

Ｇ８は、紛争の要因が多様かつ複雑であるが故に、次のような「包括的アプローチ」

が採用されるべきであると確信する。

紛争前から紛争後までの全ての段階で、紛争予防への一貫した努力がなされる必要が

ある（時系列的包括性 。）

紛争の各段階において、国際社会は、政治的・経済的・社会的政策の選択肢の広範な

メニューから選択すべきである。さらに、人権と文民保護の問題に対処することが極め

て重要である（紛争予防の手段の包括性 。）

個々の紛争について具体的手段をとるに際しては、紛争の要因・当事者・態様・地域

情勢等の各紛争の特性と、国際貿易や国際金融といった他の分野における政策との一貫

性とが十分に考慮される必要があることに留意すべきである。

２．国連、Ｇ８、その他の主体

我々Ｇ８外相は、紛争予防に関するベルリン外相特別会合において、国連憲章が安保

理に国際の平和と安全の維持の主要な責任を与えていること、及び、国連事務総長もこ

の分野において重要な役割を有することを想起した。我々は、改革され効果的な国連が

引き続き中心的役割を担うことを再確認した。この文脈で、Ｇ８はミレニアム総会に向

けた事務総長報告の意義に留意する。

、 、 、紛争を予防する主たる責任は紛争の直接の当事者にある一方 紛争予防は 国際機関

地域機関、各国、財界、 、個人を含む国際社会全体を巻き込む共同事業である。NGO
Ｇ８は、予防外交のために国連憲章の関連規定をより広く活用することを歓迎し、予

防行動をより効果的に支援するために国連システムの多様な要素の統合のために努力す

る。

Ｇ８は、国連の平和維持能力は紛争予防のための世界的努力に対する重要な貢献であ

ると認識する。我々は、国連事務総長による専門家パネルの設置に留意し、この分野に

おいて包括的な再検討を行う努力が、平和維持という課題への国連の対応の質と速度と

を高める努力に対する貢献となるものとして歓迎する。我々は、平和維持活動の効果的

な計画・実施能力のために加盟国と取り決めを行うよう努力することの重要性を強調す
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る。また我々は文民警察の分野における国連の能力が強化されることを期待する。

Ｇ８は、人権の国際的基準の遵守を維持し、人権に関する情報を定期的に関連国連機

関に検討のために伝達するための国連の既存の機構を支持する。我々は、特に国連事務

総長特別代表の役割強化の促進等により、国連の紛争予防と早期警戒の能力の強化に貢

献したいと考える。

Ｇ８は、特にＧ８が特別の貢献をしうる分野において、国際社会による紛争予防の努

力を支援する用意がある。
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Ⅱ．紛争予防のためのＧ８のイニシアティヴ

Ｇ８は （ａ）その問題が紛争予防と直接の関連を有するか否か （ｂ）他の主体と較、 、

べてＧ８がその問題に取り組む際に比較優位を有するか否か （ｃ）Ｇ８の共同イニシア、

ティヴが成果を上げうるか否か、との３つの基準に基づき、本年以下のイニシアティヴ

を採る。

●小型武器

●紛争と開発

●ダイヤモンドの不正取引

●武力紛争下の児童

●国際文民警察
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１．小型武器

Ｇ８は、世界の多くの地域における、小型武器と軽兵器（以下「小型武器」とする）

の野放しかつ非合法な移転と、情勢の不安定化を招く蓄積が、平和、安全、繁栄に対す

る重大な脅威となっていることを確信する。それ故、Ｇ８は、小型武器が責任ある合法

的な方法で移転されることを確保し、情勢の不安定化を招く現存の蓄積を正当な防衛・

安全保障上の必要に見合う水準まで削減するための、各国、地域的、及び国際的努力を

強く支持する。

情勢の不安定化を招く小型武器の拡散は、国際社会に対し、輸出管理政策、不正取引

の予防、法執行と犯罪防止、武装解除と元兵士の動員解除・社会復帰、紛争後の復興、

治安部門の改革等の多くの分野の課題を提起している。Ｇ８は、これら全ての分野にお

いて、国際機構と各国が、重複を避けつつ協調的で一貫した政策を策定することにより

それぞれの取組をより効果的なものとする必要があることを強調する。

Ｇ８は、

（イ） 年の小型武器の不正取引のあらゆる面に関する国連会議の開催とその成功を2001
期待する。我々は、特に小型武器の不正取引撲滅のための国際的努力を実質的に強化す

る成果を生み出すであろう広範な議題をもって右会議に臨む。

（ロ）小型武器の移転が国連憲章に謳われている自衛の権利と合致することを認識しつ

つ、かかる輸出の管理と許可を高度の責任をもって行うことを確認する。より厳格な規

制を有しない限り、Ｇ８は、輸出許可に際して、受取側の正当な防衛・安全保障上の必

要を最小限の基準とする。Ｇ８は、他国に対する侵略や抑圧に使用される明確な虞のあ

る場合には、小型武器の輸出を許可しない。最後に、Ｇ８は、各国毎に、またワッセナ

ー・アレンジメント等の国際場裡において、小型武器の非合法な転売・再輸出の危険を

最小化するため、さらなる行動を検討する。この目的のために、Ｇ８は、武器仲介業の

効果的な国内の取締りの重要性について合意する。Ｇ８は、他の小型武器輸出国にそれ

ぞれの政策の中で以上のような原則を採用するよう強く慫慂する。

98 10（ハ）需要側に対する補完的な措置の重要性も強調する。この関連で、Ｇ８は 年

月の （西アフリカ諸国経済共同体）による小型武器の輸出入・製造モラトリアECOWAS
ム（一時停止）の採択を歓迎し、小型武器拡散の問題を抱える他の地域が同様の措置を

検討するよう慫慂する。Ｇ８は、その輸出許可の決定において のモラトリアECOWAS
ムを尊重することを確保するための措置をとると共に、他の輸出国に対しても同様のこ

とを求める。また、Ｇ８は、最近採択された、大湖地域及びアフリカの角地域における

不正小型武器の拡散問題に関するナイロビ宣言を歓迎する。Ｇ８は、可能な諸国が、

モラトリアム及びナイロビ宣言の実施への資金・技術協力を行うよう慫慂すECOWAS
る。

（ニ）不正な武器取引の被害国・地域に対し （不正取引の）発覚した例や不正な小型武、
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器の供給経路に関する情報の交換を含め、この点に関する透明性を向上するよう慫慂す

る。Ｇ８は小型武器の刻印（マーキング）はその追跡可能性を向上させうると考える。

Ｇ８はかかる小型武器の移転の透明性向上に関する国際的合意の形成に努める。小型武

器の不正取引との闘いと信頼醸成のため、Ｇ８は、適当な場で、国内法制、実行、経験

に関して情報交換する用意があり、他の諸国に対しても同様のことを求める。

（ ） 。 、ホ 小型武器の不正取引への対抗措置が根本的に重要であることを強調する Ｇ８は

、 、 、 、自国領内からの 自国領経由の 或いは領内への 小型武器の不正移転を防止するため

効果的な国内の輸出管理・執行体制を維持する。我々は、国連安保理が課する全ての武

器禁輸を厳格に実施することを確認する。この目的のために、Ｇ８はこれら禁輸の法的

執行を可能にする適切な国内法制を強く支持する。我々は、対 （アンゴラ全面独UNITA
立民族同盟）措置違反に関する報告を調査するとの安保理の決定等の、国連の制裁をよ

り効果的にするための努力を強く支持する。

（ヘ）小型武器の不正取引から直接被害を受ける国が効果的な管理を実施するための能

力向上計画を支援する用意がある。Ｇ８は、この分野での協調された地域的・国際的行

動の重要性を強調し、銃器・弾薬・爆発物・その他の関連部品の密造・不正取引防止の

ための （米州機構）全米条約や、南部アフリカにおける不正な武器取引対策のためOAS
の （欧州連合）／ （南部アフリカ開発共同体）行動計画等のイニシアティヴをEU SADC
歓迎する。Ｇ８はまた、ワッセナー・アレンジメントその他の国際的、地域的な場にお

ける、不正取引経路や転売先等についての適切な情報交換の拡大を重視する。

（ト）効果的な法執行及び犯罪防止の措置を通じ、小型武器の不正保有及び悪用の問題

に取り組む必要があることを認識する。銃器に関しては、Ｇ８リヨン・グループは、そ

の所掌範囲内において、銃器の密造及び不正取引に対するＧ８各国の政策及び対策の有

効性を改善する方法についての検討を継続する。Ｇ８は、２０００年末までに国連国際

組織犯罪条約銃器議定書の交渉の完了を確保するため、銃器の不正取引と闘うための国

際的な努力の重要な要素となるであろう同議定書の審議において積極的かつ建設的な役

割を果たす。

（チ）情勢の不安定化を招く小型武器の現存の蓄積を削減する努力に対し、完全なる支

援を約束する。Ｇ８は、被害国・地域が、信頼醸成措置と余剰若しくは不法所有されて

いる小型武器の回収・廃棄を促すインセンティヴを採用するよう慫慂する。Ｇ８は、小

型武器問題への対処を意図する特定目的の基金（国連、地域、特定域内に既設、若しく

は新設されるもの）を含む、自発的な資金・技術協力を通じ、かかる取組を支援する用

意があることを確認するとともに、国際社会に対して同様のことを求める。この関連で

Ｇ８は、紛争終結後の状況において、武装解除と元兵士の動員解除・社会復帰の包括的

事業が極めて重要であることを強調する。Ｇ８は、かかる事業を、適切な場合に紛争当

事者間の和平合意や平和維持軍その他の関連ミッションのマンデート中に含めることを

支持する。
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（リ）情勢の不安定化を招く小型武器の蓄積への取組において、例えば、地域レベルで

の意識向上等を通じ、市民社会が果たす役割の重要性を強調する。Ｇ８は、国際社会及

び被害国政府が、小型武器の野放しの拡散と情勢の不安定化を招く蓄積の防止のための

取組に市民社会を積極的に参画させるよう慫慂する。

（ヌ）情勢の不安定化を招く小型武器の蓄積の被害国・地域において回収されたあらゆ

る余剰・不法所有の小型武器が、直ちに廃棄されない場合は、望むらくは国際的或いは

第三者の監視の下に、早期かつ効果的な廃棄まで適切に保管・管理されるべきであると

の原則を支持することを再確認する。
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２．紛争と開発

、 。平和と民主的な安定は 経済成長と持続可能な開発のために不可欠の前提条件である

また、経済・開発協力は、平和と安定の促進において重要な役割を担っている。Ｇ８は

開発援助の主要な供給者としての立場を活用して、この分野において積極的にイニシア

ティヴをとることができる。二国間・多国間支援政策の核には、基本的な開発目標が依

然として存在することを確認する一方、Ｇ８は、特に （ａ）開発援助戦略における紛争、

予防に関する考慮の促進 （ｂ）紛争を予防するための迅速な行動の確保のための支援の、

重視 （ｃ）紛争後の段階における緊急人道支援から開発援助への円滑な移行の確保、の、

３分野でイニシアティヴをとるべきである。Ｇ８は、また、開発政策に関する被援助国

政府のオーナーシップと市民社会の参加が緊張の緩和に貢献しうることを認識する。

（１）開発援助戦略における紛争予防に関する考慮の促進

Ｇ８は、

（イ）繁栄を促進し、貧困を削減し、全ての市民の参加と機会を促進する活力ある社会

の創出を支援するため、経済・開発協力を引き続き供与する。

（ロ）地域機関、準地域機関への支援を通ずるものを含め、紛争の潜在的要因に対処す

ることの重要性を認識する。

（ハ）開発援助の紛争に関する意味合いについて、関連する国際金融機関と協議する。

（二）他の二国間及び多国間の主体と共に、民主的機関、立法機関、グッド・ガヴァナ

ンス（ 良い統治 、法の支配、紛争の平和的解決、市民教育及びその他の構造的要素「 」）

の促進のために、開発援助を活用することを目指す。

（ホ）警察、刑罰機関、司法機関を含む行政・治安機構のキャパシティー・ビルディン

グを目指す。

（ヘ）経済の下降期や危機の発生時に、社会的弱者層を対象とする教育、保健・栄養、

その他の事業に対する支出を確保するため、これらの分野において、キャパシティ・ビ

ルディングと適切な社会投資の確保のための技術協力を強化する。

（ト）水等の天然資源をめぐる争いから生ずる紛争の要因に対処するため、経済・開発

援助を活用し、かかる紛争の要因を管理するための地域的取組を奨励する方途について

検討する。

（チ）経済・開発協力を供与する際に、被援助国において生ずる過剰な軍事支出に注意

を払い、途上国に対し、軍事予算及び開発援助の使途を含む国家支出に対する、効果的

で、透明で、信頼性のある公的部門の管理を確保するよう求める。
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（リ）紛争予防の分野におけるドナー間の調整が、経済・開発援助の効率性の強化に果

たす重要な役割を認識する。

（ヌ）紛争予防の分野における二国間のドナーの実践を見直すための、 （経済協OECD
力開発機構）の開発援助委員会（ ）の作業を歓迎する。DAC

（２）紛争を予防するための迅速な行動の確保のための支援の重視

Ｇ８は、

（イ）紛争地域に隣接する国や地域への、避難民や難民を含む人々の苦難を緩和し拡大

をくい止めることを支援するために、柔軟で迅速な援助を供与することの重要性を認識

し、地域機関や国際機関、特に国連を通じて、緊急支援やその他の関連する援助を、よ

り効果的且つよりよく協調されたやり方で供与するよう努める。

（ロ）アフリカにおける紛争と開発に関し、国際社会が関心を集中し、現地レベルや国

連システム内を含め、展望や情報の交換をより緊密に行うよう奨励する。

（３）紛争後の段階における緊急人道支援から開発への円滑な移行の確保

Ｇ８は、

イ 円滑な移行を達成するために 国連難民高等弁務官事務所 国（ ） 、 （ ）、 （UNHCR UNDP
連開発計画 、 （国連児童基金 、世界銀行、その他の国際機関、地域機関、及） ）UNICEF
び を含む多様な主体による、継続的かつ協調された努力の重要性を認識し、このNGO
目的のために国際社会がさらなる考慮と支援を与えるよう慫慂する。

（ロ）地域の治安、経済的・政治的安定、キャパシティ・ビルディング及び和解の支援

に、緊急・移行支援の焦点を当てるよう努力する。
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３．ダイヤモンドの不正取引

Ｇ８は、いくつかの高価値産品、特にダイヤモンドの不正取引の収益が、武器購入の

資金源となり、それによってアフリカ（特にアンゴラ、コンゴー民主共和国、シエラ・

レオーネ）における紛争と人道的危機を悪化させていることを懸念する。

合法的なダイヤモンド生産者と取引者の利益がおびやかされるものでないことを強調

しつつ、Ｇ８は、特にアフリカの紛争地帯原産のダイヤモンドの不正取引に対処すべく

以下の措置をとる。

世界のダイヤモンド市場の大部分を有するＧ８は、

（イ）不正なダイヤモンドの流通を抑制するために、ダイヤモンド生産国政府、周辺国

政府、主たる取引市場、地域機関及び業界と緊密に協力する。

（ロ）生産者と購入者に対し、まずは、緊急に、アフリカにおけるダイヤモンドの不正

取引を追跡し阻止するための具体的措置を案出するために、緊密に協力して取り組むよ

う要請する。

（ハ）ダイヤモンドの不正取引を抑制するための地域的法執行強化と国内のキャパシテ

ィ・ビルディングのためのアフリカ諸国の努力を支持するとともに、これら諸国のそれ

ぞれのイニシアティヴを歓迎する。

（二）国連アンゴラ制裁委員会が （アンゴラ全面独立民族同盟）に対する制裁実UNITA
施強化のための努力の中心的役割を担うこと、及び、国連安保理決議第１１７３号及び

第１２９５号の完全な履行が必要であることを強調する。

（ホ）ダイヤモンドを含む天然資源の非合法の採掘がコンゴー民主共和国内の紛争に与

える影響を評価するための、国連の枠組み内でのイニシアティヴを歓迎する。

（ヘ）シエラ・レオーネ産のダイヤモンドの取引の適正な管理について、ダイヤモンド

業界を含む関係者が早急にシエラ・レオーネ政府と協力するよう要請する。

（ト）南アフリカ共和国のキンバリーで開催された「ダイヤモンドに関する技術フォー

ラム」を、現実的な解決を見い出すことへの重要な貢献として歓迎する。Ｇ８は、全て

の重要な主体を巻き込んだ形での迅速なフォローアップを支持し、これには、紛争地域

産のダイヤモンド原石についての可能な証明スキーム、業界の行動規範、透明性と信頼

性の促進のための国際的組織の検討が含まれねばならない。

（チ）不正取引ダイヤモンドをＧ８の市場から排除するための適切な措置を検討する。
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４．武力紛争下の児童

特に、児童兵、孤児、性的搾取を受けた児童、武力紛争によって傷を負った児童を含

み、さらに、より広い意味で戦争による影響を受けた全ての児童を含む、戦争被災児童

、 。の窮状は 今日の世界が直面する最も憂慮すべき人間の安全保障上の問題の一つである

Ｇ８は、紛争の参加者でありかつ被害者である児童によって惹起された問題について特

に懸念を有する。この関連で、Ｇ８は以下の取組に合意した。

（１）国際的な基準に違反して、武力紛争において児童を巻き込み、若しくは標的とす

る者に対する圧力

Ｇ８は、

（イ）児童が支援を受けることが拒絶される場合、若しくは児童が紛争の犠牲者及び／

或いは参加者として特に標的となる場合には、個々の政府や武装集団に対し、国連その

他の場において協調して圧力を加える。

（ロ）第三国の軍隊に対する軍事支援を検討する際には、児童兵の不使用に関する国際

的な基準を考慮し、その推進に努める。

（２）国際的な基準及びメカニズムへの支持

Ｇ８は、

（イ）最悪の形態の児童労働の撤廃に関する （国際労働機関）第１８２号条約が世ILO
界的に遵守されることを求める。

（ロ 「児童の武力紛争への参加に関する児童の権利に関する条約の選択議定書」の採択）

を歓迎し、同選択議定書が世界的に遵守されることを支持する。

（ハ）紛争被災児童の擁護者としての役割を果たす、武力紛争と児童に関する国連事務

総長特別代表事務所、及び （国連児童基金）を含む国連諸機関を支持する。UNICEF

（二）武力紛争下の児童への支援を確保する必要がある場合、若しくは、児童が紛争の

犠牲者及び／或いは参加者として特に標的となる場合に、国連及び他の国際場裡におい

て協力する。

（３）アウトリーチ

Ｇ８は、

（イ）武力紛争下の児童の問題への認識を喚起する、国連、地域機関、 及びメディNGO
アの活動を支持する。

（ロ）軍事支援訓練計画に、児童の権利に関する訓練を含める。
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（ハ）世界子供サミットの目標の達成度を検討するための２００１年の国連特別会期を

支持し、同会期で採択されるいかなる文書も紛争被災児童の問題に関し強く言及するこ

とを確保するよう努力する。

（二）西アフリカの紛争被災児童に関する会議（２０００年４月 、及びカナダが２００）

０年９月に主催する国際会議を含む、武力紛争下の児童の問題を主題とするその他の各

国・地域の努力を慫慂し支持する。

（４）再統合と社会復帰

Ｇ８は、

（イ）和平交渉の間及び紛争後の平和を強化する段階を通じて、平和支持活動の中で元

児童兵を再び社会の一員として統合すること等によって、児童の保護、福祉、権利を促

進する。

（ロ）紛争後の復興のための支出において、元児童兵を含む紛争被災児童への支援に優

先順位を与える。

（ハ）社会復帰及び再統合事業において、避難民となり脆弱な児童の固有のニーズに留

意しつつ、また性の違いにより異なる経験に十分注意しつつ、 やその他の場をUNICEF
通じ、例えば最良の実践を見い出し共有するために、個々の再統合事業に関して緊密な

連携を取る。
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５．国際文民警察

通常、平和維持活動の一部を構成する、国連派遣の文民警察は、現地の文民警察の法

秩序維持能力の発展を助け、また要すれば、暫定的にその機能を代行しうるため、紛争

予防の重要な要素である。

Ｇ８は、

（イ）文民警察活動の近年の劇的な増加とその結果としての国際文民警察官の需要の増

大に留意する。Ｇ８は、国連及び地域機関に対し、加盟国と協力して、遅滞なく効果的

にこの需要に応える方法を模索するよう求める。Ｇ８は、それが可能な諸国は、適性あ

る文民警察官を遅滞なく提供する能力を向上させるよう努力を求め、また、現に国際文

民警察官の訓練事業を有する諸国には、他の文民警察官提供諸国の警察に当該事業を利

用させるよう求める。

（ロ）平和維持活動の枠内で、現地の文民警察活動と刑事司法及び現地の刑事司法制度

の発展をより包括的に計画し、よりよく協調させることを支援する国連の能力を向上さ

せることの必要性を強調する。Ｇ８は、国連に、加盟国と緊密に協議しつつ、国際文民

警察の能力を強化するさらなる措置をとるよう求める。かかる措置には、事前に訓練を

受け国連が認定した国際文民警察官の登録リストを、ありうる任務のために各国の貢献

に基づき作成すること、かかる文民警察官の選抜・評価・訓練基準の適切な見直し・再

検討を完了すること、及び、近年の国連平和維持活動におけるような新たな任務を反映

した、国際文民警察活動に関する包括的政策を策定することが含まれるべきである。

（ハ）国連が、特に訓練が紛争予防に資する場合に、紛争終結後の活動や通常の開発活

動としても、地元警察の訓練に対する支援を増大するよう求める。この点に関し、Ｇ８

、 、 、 、は 加盟国 を含む全ての関連国連機関 その他の開発機関を含む対話に基づきUNDP
新たな取組を慫慂する。この活動は、民主主義、グッド・ガヴァナンス（ 良い統治 、「 」）

人権、法の下の平等の原則を助長すべきである。

（了）


